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専門科目

・対人援助学特講
・社会福祉方法論特講
・スーパービジョン特講
・保健福祉学特講
・健康福祉学特講
・高齢者福祉学特講
・障害者福祉学特講
・児童福祉学特講
・保育学特講
・保育方法学特講
・精神医学特講
・精神保健福祉学特講
・臨床発達心理学特講

・地域リハビリテーション論特講
・生涯教育学特講
・職業教育学特講
・幼児教育学特講
・介護福祉学特講
・社会保障論特講
・社会福祉法制特講
・社会福祉政策特講
・地域福祉学特講
・社会病理学特講
・地域包括ケア特講
・福祉経営特講
・社会福祉調査特講

実習科目 ・フィールドワーク実習

演習科目 ・特別研究（演習）修士論文指導
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科目

・社会保障特殊講義
・高齢者福祉特殊講義
・障害者福祉特殊講義
・精神医学特殊講義
・精神保健福祉特殊講義
・生涯教育特殊講義
・職業教育特殊講義
・保健福祉特殊講義
・地域リハビリテーション特殊講義
・介護福祉特殊講義
・地域福祉特殊講義
・社会病理特殊講義
・ソーシャルワーク特殊講義
・児童家庭福祉特殊講義
・社会福祉リサーチ特殊講義

演習科目 ・特別研究（博士論文指導）

（学術教育研究志向） （専門的・実践的研究志向）

D＝博士後期課程　M＝博士前期課程（修士課程）
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コース1

【博士前期課程（修士課程）入試】

専門科目の受講

修士論文報告会等

※社会人…最大キャリアを活かす

修士学位授与
M2

M1

コース2

【博士後期課程入試】

専門的研究の確立

〈新規・目標　etc.〉
〈Ph.Dを目指す〉

レフリー誌・学会発表
研究プロジェクト

教育・研究・実践
実務家・起業家、等々

博士学位請求論文審査
D3

D2

D1

コース3

【博士前期課程（修士課程）入試】

専門科目の受講

学会発表　年2回程度

※博士論文の中間報告的要素

修士論文
2年次
M2

1年次
M1

5年次
D3

4年次
D2

3年次
D1

【博士後期課程入試】
（主査の推薦・考慮）

〈前期〉

〈後期〉

主査・副査指導体制

博士学位請求論文審査

レフリー誌・学会発表
研究プロジェクト

国際的視野からの評価
〈自主的研究能力〉

Ph.D

全国各大学　　福祉社会学部（社会福祉・児童）　　県内・九州等（キャリア含む）全国各大学　　福祉社会学部（社会福祉・児童）　　県内・九州等（キャリア含む）

大学院福祉社会学研究科


